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令和６年度第１回小金井市環境審議会会議録 

 

１ 開催日 令和６年５月２７日（月） 

２ 時 間 午後１時３０分から午後３時４６分まで 

３ 場 所 小金井市環境楽習館 

４ 議 事 (1) （仮称）小金井市気候市民会議について 

(2) 第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画について 

(3) その他 

５ 報告事項 (1) 令和５年度環境啓発事業実施結果について 

(2) 令和６年度環境政策課環境係の事業計画について 

(3) 小金井市施設における自動販売機設置状況について 

(4) その他 

６ 次回審議会の日程について 

７ 出席者 (1) 審議会委員 

  会 長 池上 貴志 

  副会長 椿 真智子 

  委 員 高田 雅之、髙木 聡 

      和田 直人、中里 成子 

      田頭 祐子、橋本  修 

      近藤 豊 

(2) 事務局員 

  環境部長    柿﨑 健一 

  環境政策課長  岩佐健一郎 

  環境係長    高野 修平 

  環境係専任主査 荻原  博 

  環境係主事   石堂 裕賀 

  環境係     阪本 晴子 

８ 傍聴者 １名 
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令和６年度第１回小金井市環境審議会会議録 

 

岩佐課長   定刻になりましたので、令和６年度第１回小金井市環境審議会を開

催させていただきます。私は、環境政策課長の岩佐と申します。後ほ

ど第１１期の会長が決まるまでの間、私が進行を務めさせていただき

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

       開会に先立ちまして事務局より、１点事務連絡を申し上げます。 

       会議録の作成に際し事務局によるＩＣレコーダーの録音方式となっ

ておりますので、御発言の際は、御面倒ですが御自身のお名前を先に

おっしゃってからの御発言をお願いいたします。 

       御協力のほど、よろしくお願いいたします。 

       また、今回は新委員就任後初回の審議会の開催となりますので、そ

れぞれ委嘱状の交付をさせていただくところですが、時間に限りもご

ざいますので、誠に恐縮ではございますが、あらかじめ皆様の机上に

置かせていただいております。何卒ご了承ください。 

       最初に、本市環境部長柿﨑より皆様に御挨拶をさせていただきます。 

柿﨑部長   皆様、こんにちは。小金井市環境部長の柿﨑と申します。本日は、

お忙しい中、小金井市環境審議会にお集まりいただきまして、誠にあ

りがとうございます。 

       初めに、環境審議会委員の皆様方におかれましては、御多忙の折、本

 市の環境審議会委員に御就任をいただきまして、心より感謝申し上げ 

ます。 今回の任期は、令和８年３月３１日までの２年間となります。 

 くしくも、私の定年退職の日と一緒だなと。これも、何かのご縁だと

思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

       さて、前期の第１０期環境審議会では本日も議題としてあげさせてい

    ただきます（仮称）小金井市気候市民会議をはじめとした地球温暖化 

    対策や、本年４月から導入しました市立公園等・環境楽学習の指定管

    管理者制度、市施設における自動販売機設置に関する方針等について、

    様々な環境施策について御審議をいただいたところでございます。 

       第１１期の環境審議会におきましても、市域だけではなく、世界的

な問題にもなっております地球温暖化対策等、喫緊の課題を御審議して

いただく予定となっております。 
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       市としましては、みどり豊かな自然環境を将来世代に継承していける

    よう全力で取り組み、緑があふれ、環境に優しいまち小金井の実現を

    目指してまいりたいと考えておりますので、委員の皆様におかれまし

    ては、今後とも御指導御鞭撻のほど、何卒、よろしくお願い申し上げ

    ます。 

        なお、こちら環境楽習館では、先日５月１８日（土）に今まで以上 

    に環境楽習館を広く知っていただくためのキックオフイベントとして

    地域の自治会、小金井第四小学校、東京学芸大や市内事業者との協働

    で小児がん支援を行うチャリティイベントである「環境楽学館つるカ

    メえんにち」を開催しました。 

       今後も環境啓発の拠点として、指定管理者を中心に様々な事業の展

開を予定しておりますので、こちらの施設の活用につきましても引き

続き委員の皆様からご意見を頂戴する場を設けたいと考えております

のでよろしくお願いいたします。 

       以上、簡単ではございますが、私の挨拶とさせていただきます。本

日はどうぞよろしくお願いいたします。 

岩佐課長   それでは、委員の皆様にお一人ずつ自己紹介をお願いしたいと思い

ます。池上委員から順番にお願いいたします。 

池上委員   東京農工大学の池上と申します。再生可能エネルギー、エネルギー

システム工学等の研究をしております。どうぞ、よろしくお願いいた

します。 

中里委員   市民公募の中里と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

田頭委員   市民公募の田頭と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

高田委員   法政大学の高田と申します。自然環境、生物多様性等を幅広く専門

にしております。どうぞよろしくお願いいたします。 

近藤委員   多摩環境事務所の所長をしております近藤と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

和田委員   市民公募の和田と申します。今回初めて参加させていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

高木委員   小金井市商工会から参加させていただいております高木と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

橋本委員   市民公募の橋本と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
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椿委員    東京学芸大学の椿と申します。専門は地理学でございます。どうぞ

よろしくお願い致します。 

岩佐課長   皆様、ありがとうございました。本日、御欠席の土屋委員につきま

しては、小金井市農業振興連合会から参加していただいております。 

       引き続き、事務局の紹介をさせていただきます。 

高野係長   環境係長の高野です。よろしくお願いいたします。 

荻原専任主査 環境係専任主査の荻原です。よろしくお願いいたします。 

石堂主事   環境係の石堂です。よろしくお願いいたします。 

岩佐課長    本年度は、この体制で進めてまいりたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

        それでは、これから審議を進めていくにあたり、小金井市環境基

本条例施行規則第２条第２項の規定に基づきまして、議事を取り仕切

っていただきます会長及び副会長を互選にてお決めいただきたいと思

います。 

        なお、会長職は慣例で毎回、学識経験者の方にお願いさせていただ

いております。 

        まず、会長の互選について、どなたか立候補してくださいます方、

または推薦してくださいます方がいらっしゃいましたら挙手をお願い

いたします。 

高田委員   地球温暖化対策に精通されており、前期までも本審議会の会長をし

ていただいていた池上委員が適任だと思います。 

岩佐課長   ただいま高田委員のほうか御推薦いただきましたけれども、皆様、

いかがでしょうか。 

（ 拍  手 ） 

        皆様のご同意がいただけましたので、会長は池上委員にお願いす

ることと決定いたします。 

        それでは私の役目はここで終了させていただき、会長となられま

した池上委員より一言御挨拶をいただいた後、議事の進行をお願いし

たいと思います。池上委員、会長席へお願いいたします。 

池上会長    ただいまの互選にて、引き続き本審議会の会長職を務めさせていた

だくことになりました池上です。環境審議会は今期で４期目となりま

すけれども、会長職は３期目となります。その間、地球温暖化推進計
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画にも携わらせていただきました。引き続き責任をもって務めて参り

たいと思っております。よろしくお願いいたします。 

        それでは、これから審議を進めていくにあたりまして、会長職を補

佐していただきます副会長を１名、互選にて決めさせていただきたい

と思います。 

       どなたか立候補してくださいます方、またはご推薦してくささいま

す方がいらっしゃいましたら挙手をお願いします。 

高田委員   はい。立て続けで大変恐縮ですけれども、副会長につきましても、

前期副会長を務められました椿先生を推薦申し上げたいと思います。

先生は先ほど自己紹介でもありましたとおり、小金井市の大学にお勤

めであるということと、地域の資源あるいはコミュニティに大変精通

をされておられるということで、こちらも御負担をおかけしてしまい

ますが、椿先生が適任だと思いますので、御推薦申し上げたいと思い

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

池上会長   いかがでしょうか。 

（ 拍  手 ） 

池上会長   それでは、皆さんから御同意をいただけましたので、副会長を椿委

員にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 椿委員、一言お願いいたします。 

椿副会長   ありがとうございます。この４月から小学校や幼稚園と関わること

にもなりましたため、これまで以上に子供たちが身近な地域の環境を

どんなふうにとらえているか、どんなところに問題を感じてくれてい

るのかを含め、考えていければと思っておりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

池上会長   ありがとうございます。 

 それでは、本日の議題の次第の６番のほうに入りたいと思います。

今回は、最初の回ということで、小金井市の環境政策の現状について

事務局のほうから説明いただきたいと思います。 

高野係長   それでは、まず本日の配付資料につきましてです。次第と資料１か

ら６番までございます。また、第１１期小金井市環境審議会委員名簿

と小金井市環境基本条例（抜粋）を参考資料として２つお配りしてご
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ざいます。先週メールでお送りさせていただいたものから若干内容を

修正しているところもございますが、今回お配りしているものが確定

版という形でお願いできればと思います。 

 また、新任の委員の方につきましては環境基本計画と地球温暖化対

策地域推進計画、環境基本方針と多種類お渡ししてございます。手元

に御不足等ございましたら事務局までお申し付けください。 

 よろしければ、引き続いて小金井市の環境政策の現状についてとい

うことで説明させていただきます。今回、第１１期審議会の初回でご

ざいますので本審議会を含む小金井市の会議の原則及び本審議会の役

割等を説明させていただいた後、小金井市の環境政策の現状につきま

して説明をさせていただきます。 

 最初に、小金井市の会議の原則及び小金井市環境審議会の役割につ

いてでございます。環境審議会は、小金井市市民参加条例第２条第３

号に規定する附属機関等の会議として規定されておりまして、その運

営につきましては、特別な理由がない限り会議の公開、会議録の作成、

会議録の公開等の原則に則って開催しております。会議の公開につき

ましては、会議の開催中に傍聴席を設置し、傍聴者も委員の皆様にお

配りしていただいている資料と同様のものを御覧いただきながら会議

を傍聴していただく形をとっています。 

 また、傍聴に来られた方には意見提案シートというものを御用意し

ております。これは今回を含む審議会の検討内容などについて傍聴の

結果、意見、提案があった場合に事務局まで御提出いただくもので、

次回の審議会開催前の１０日前までにシートの提出があった場合は次

回の委員会への資料として提出いたしますので、あらかじめお知らせ

いたします。 

 会議録の作成につきましては、全文記録、発言者の発言内容ごとの

要点記録、会議内容の要点記録、この３つの方法から本審議会では全

文記録を選択しています。 

 会議録の公開につきましては、会議録を作成しホームページや行政

資料室等でも公開するため、委員の皆様の御発言にお間違いがないか

事前に御本人に確認させていただきまして、次回の開催の審議会のと

きにその会議録で公開することに御異論がないかという御了承をいた
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だき公開することとなっています。 

 前回の会議録につきまして、先週、皆様から校正いただいておりま

して、それの確定版という形でメールをまだお送りしていませんでし

たので、こちらにつきましては、会終了後、今週中に確定版という形

で皆様にお送りしまして市のホームページ等で公開させていただきた

いというふうに考えています。 

 以上、会議の運営につきましては御了承いただければと思います。 

 続きまして、前回の委員会からの続きの方につきましては、また復

習も兼ねてという形にはなってしまうんですけれども、今期、新規で

委員になられた委員につきましては小金井市環境基本計画と地球温暖

化対策地域推進計画、環境報告書令和４年度版というものをお手元に

お配りしてございますので、御覧いただければと思います。 

 説明につきましては、こちらのパワーポイントのスライドでも併せ

てさせていただきますので、大変恐縮ですがスライドも御確認いただ

きながら説明を聞いていただければと思います。 

 まず、環境基本計画の前に環境審議会の役割について説明いたしま

す。お手元に配付いたしました参考資料２としましてＡ４で１枚のも

のの小金井市環境基本条例（抜粋）というものをお配りしております

ので御覧ください。環境審議会は、環境基本法で市区町村がこの条例

により設置することができると定められております。その法律に基づ

く形で小金井市環境基本条例第２６条に基づき、市の環境の保全等に

関する重要な事項を調査審議するため、市長の附属機関として小金井

市環境審議会が設置されてございます。 

 この役割は、市長の諮問に応じ、環境基本計画に関すること、環境

の保全等の施策に関すること、そのほか環境の保全等に関する重要な

事項について調査審議することとされており、それ以外にも環境の保

全等に関する重要な事項について市長に意見を述べることができると

されてございます。 

 引き続きまして、本市の環境政策の現状につきまして、市の環境政

策に係る計画の部分を中心に説明させていただきます。市の計画の概

要等を説明いたしますが、時間の都合上、駆け足の説明となりますの

で、詳細の中身につきましては新規の委員の方にはお渡ししておりま
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す計画等で、また、既存の委員の皆様には以前お渡ししております計

画等で御確認いただければと思いますので、よろしくお願いします。 

 最初に、環境審議会と一番密接な関係がございます第３次小金井市

環境基本計画の概要を説明いたします。 

 環境基本計画につきましては、第８期及び第９期の本審議会におい

て計画原案等を御審議いただき令和３年３月に策定したところでござ

います。冊子の１ページ、計画に当たってというところなんですけれ

ども、環境基本計画は、小金井市環境基本条例に基づき、環境保全等

に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための目標や施策の方向

等を定め、環境保全に取り組んでいただくための計画というところを

説明させていただきました。 

 計画の位置づけとしましては、本市の基本計画を定めてございます

第５次小金井市基本構想･前期基本計画を上位計画としまして、国や都

の計画であったり市の関連計画と相互に連携を図るものとなってござ

います。ほかの計画との関連図につきましては、こちらのスライドに

あるとおり、２ページになりますが、こちらの図を御確認いただけれ

ばと思います。 

 続いて、計画期間についてでございます。計画期間につきましては、

第５次小金井市基本構想の計画期間１０年間を踏まえまして、令和３

年度から令和１２年度までの１０年間の計画となってございます。こ

の計画につきましては、計画の進捗状況や本市を取り巻く環境、社会

状況等の変化に合わせて、取組内容や指標などについて必要に応じて

見直しを行っていくという形になっています。 

 続いて、計画の体系についてです。資料をお持ちの方は２２ページ

を御覧ください。小金井市が環境基本条例の基本理念実現のためにど

のような目標を立て、どのような施策を展開していくかを記載してい

るページとなってございます。ここに記載がありますとおり計画推進

の基盤づくりというものが中心になっておりまして、それ以外に「環

境教育･環境学習」であったり「環境活動」、「情報発信･共有」を位置

づけ、それプラス基本目標としまして「みどりを守り、つくり、育て

る」などここに書いてございます７つの基本目標と、それぞれの基本

目標を達成するために推進する施策の方向性を設置した計画というふ
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うになっています。 

 個別計画につきましては、こちらの計画の３２ページ以降に記載が

ございます。こちらの計画は数が多いので、説明につきましては割愛

させていただきます。 

 続いて、計画の推進体制･進行管理についてです。ページでいいます

と、冊子の８４ページを御覧ください。施策や取組につきましては、

本環境審議会や庁内体制でございます環境基本計画推進本部において、

計画の進捗や点検･評価をしながら計画の着実な推進を図っています。 

 また、８５ページの図にございますとおり、ＰＤＣＡサイクルによ

り進行管理を行いまして、本計画を基に作成される年次別の実施計画

でございます小金井市環境保全実施計画の個別の事業実施状況等によ

り施策の進捗状況を把握しています。 

 また、本審議会におきましては、ＣＨＥＣＫの（点検･評価）にあり

ますとおり、外部評価機関として評価していただくという形になって

います。また、こちらのＡＣＴＩＯＮ（見直し）に記載がありますと

おり、本計画の運用開始から５年をめどに、各事業の進捗状況や中長

期的な目標期間を設定している指標の状況等を踏まえまして小金井市

環境保全実施計画の中間見直しを行いまして、必要に応じて計画の内

容についても見直しを行っています。 

 環境基本計画については以上となります。 

 続きまして、第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画を御覧く

ださい。こちらの計画につきましては、本審議会の今回も会長をして

いただくことに御同意いただきました池上会長にも委員長として参画

していただきました計画策定委員会におきまして御審議いただき、基

本計画と同時期の令和３年３月に策定したものとなっております。 

 計画の目的につきましては、１６ページにございますのでそちらを

御覧ください。こちらの計画につきましては、地域を挙げて地球温暖

化対策に取り組むために市民と事業者と教育研究機関と市が一体とな

り、市域の温室効果ガスの排出削減をしていくための計画になります。

温室効果ガスの排出削減を抑制するための緩和策だけではなく、緩和

を実施しても避けられない気候変動の影響に対処し、被害を回避･軽減

していくための適応策というものも総合的に推進していくことを目的
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としております。 

 計画の位置づけにつきましては、１７ページを御覧ください。こち

らが計画の位置づけの図になってございます。この計画につきまして

は、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく実行計画になってい

まして、気候変動適応法に基づく地域気候変動適応計画を内包してい

ます。また、さきに説明いたしました環境基本計画における地球環境

分野の個別計画としても位置づけられているものになっています。 

 では、１８ページを御覧ください。こちらの下の部分に計画期間と

目標年度というふうに記載しています。こちらの計画期間につきまし

ては、記載のあるとおり、環境基本計画と同様に計画期間は２０２１

年から２０３０年までの１０年間としています。国の地球温暖化対策

計画との整合を図るために基準年度というものを２０１３年度にして

いまして、目標年度を２０３０年度としています。 

 なお、環境基本計画と同様に国内外の経済社会動向の著しい変化な

どが起きた場合は、計画の点検、見直しというものを随時行っていき

たいというふうに考えています。また、こちらの計画の期間の見直し

等につきましては、今日の御審議の中で説明させていただければと思

います。 

 続いて、４１ページを御覧ください。こちらが本計画で掲げていま

す温室効果ガスの排出量につきましてです。こちらは平成２８年度に

作成された国の地球温暖化対策計画において掲げられておりました中

期計画と合わせる形としまして、２０３０年度末までに２０１３年度

比２６％の削減という目標を地域からの温室効果ガス削減を目標とし

ています。この目標値につきましても後ほど議題として上げさせてい

ただきます。 

 続きまして、４４ページ以降に地球温暖化に対する緩和策を、７２

ページ以降に気候変動に向けた適応策を記載しておりますので、後ほ

どまた資料につきましては御確認いただければと思います。 

 続いて、冊子で言うと８０ページになります。ここでは計画を推進

する上で重点的に取り組む５つの施策として示しています。令和３年

度から開始しました重点施策として省エネチャレンジ事業であったり、

今年度も金額を増額して行っております住宅用新エネルギー機器等利
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用補助金等ありまして、施策に関しましてはこちらのページから順に

記載していますので、こちらにつきましてもまた御確認いただければ

というふうに思います。 

 続いて、本計画の推進について記載のある９０ページを御覧くださ

い。本計画の実施、運用、進捗管理の点検、実効性の評価等の総括に

つきましては、庁内体制でございます環境基本計画推進本部というと

ころで行います。 

 ９１ページの図にございます計画の進捗点検、評価に記載してあり

ますとおり、環境審議会におきましては、事務局が取りまとめました

毎年度の取組結果と、５年から１０年の総括評価について総合的な観

点から点検評価を行うとともに、見直しにつきましても専門的な立場

から御意見等を提示していただく形になっています。 

 第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画の概要については以上

となります。 

 続いて、環境報告書令和４年度版というものがあります。こちらの

報告書につきましては、環境の状況及び環境基本計画等に基づき実施

された施策の状況を明らかにするため、市が毎年度作成しているもの

になっています。環境啓発のための各種事業の実施状況であったり、

環境基本計画に基づいて各部署が行っている具体的な事業実施状況で

あったり、市内における生活型公害を主とした公害発生状況及び大気、

水質などの測定結果などを記載しています。こちらは既存の委員の皆

様につきましては、前回の審議会の際にお配りしたものになっていま

すので、また御自宅で御確認いただければと思います。市のホームペ

ージでも公開していますので、データ版を御確認いただきたい場合は

ホームページのほうで御確認いただければと思います。 

 続きまして、資料１を御覧ください。資料１としまして、小金井市

気候非常事態宣言というものをお配りしております。こちらは第９期

の環境審議会において御報告、御審議していただいたものとなります。

令和４年、２０２２年１月１日に発出したものとなっています。中身

についての説明は割愛いたしますが、地球温暖化による猛暑や豪雨な

どの異常気象というのは毎年のように世界各地で猛威を振るっており

まして、気候変動による被害を抑えるために省エネであったり、再生
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可能エネルギー導入など温室効果ガスの排出抑制の対策が必要になっ

てくる。また、このような対策を施してもすぐには止めることができ

ない気候変動に対しまして被害を抑える対策を取ることも求められて

ございます。そういった世相というものを背景にしまして、市におき

ましてもこういった気候非常事態宣言というものを発出しています。 

 こちらの気候非常事態宣言の中では、２０５０年までに二酸化炭素

排出実質ゼロとするゼロカーボンシティというものの実現を目指して

おりまして、また、この宣言の特徴としましては小金井市の未来を担

う子供たちの環境教育の充実をうたっているところです。そのため全

国でも珍しく、宣言者も市長と教育長との連名という形になっていま

す。宣言の内容につきましては、後ほど御確認いただければと思いま

すのでよろしくお願いいたします。また、宣言表明の背景等につきま

しては市のホームページに詳細が記載されていますので、そちらも御

覧いただければと思います。 

 以上、簡単ではございますが概要説明となります。 

 最後になりますが、本市の環境政策の現状について、でございます。

小金井市の環境政策課では行政のみではなく、事業を展開しているだ

けではなく、市民や事業者の皆様と協働を図りながら日々業務に当た

っております。具体例を申し上げますと、野川環境フィールドワーク、

環境フォーラムなどの環境啓発事業につきましては、ＮＰＯ法人東京

学芸大こども未来研究所と連携を図っております。また、令和５年度

につきましては森林環境譲与税を活用しました環境教育、森林教育と

いった事業につきましては、東京学芸大学さんと連携し実施していま

す。 

 また、ここ環境楽習館は、この４月から株式会社日比谷アメニスに

指定管理者として運営していただいております。市民や事業者の皆様

のお力をお借りすることで、本市の環境政策のより一層の充実が図ら

れるものと考えております。 

 今後も皆様の御協力をいただきながら、行政としても最大限の対応

を取っていきたいと考えております。委員の皆様方にはそれぞれの立

場で御意見等いただきまして、よりよい小金井市の環境に関する政策

の展開に御協力いただけたらというふうに思っております。 
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 以上、簡単ではございますが本市の環境政策の現状についての説明

を終わります。 

池上会長   ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明に関して御質問等あるいは御意見がござ

いましたらお願いいたします。 

 よろしいですか。ありがとうございました。 

 それでは、次第の７番、議題のほうに入りたいと思います。 

 議題（１）（仮称）小金井市気候市民会議について、（２）第２次小

金井市地球温暖化対策地域推進計画についてというところに関して、

事務局のほうから説明をお願いいたします。 

高野係長   こちらの資料につきましては、（仮称）小金井市気候市民会議につい

てというものと、第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画の見直

しについて併せて御審議いただければというふうに思います。令和５

年度の本審議会におきましても、他自治体に動きが広がっております

気候市民会議を小金井市でも実施したい旨の概要を説明させていただ

いておりました。今回、新規の委員もいらっしゃいますので令和５年

度にお諮りした内容を復習するとともに、昨年度お話をさせていただ

きました気候市民会議の委員の無作為抽出等の方法等についても御審

議いただければというふうに思います。 

 それでは、資料を御確認いただければと思います。２ページを御覧

ください。まず、気候市民会議とはというものです。気候市民会議と

いうものは、フランス等ヨーロッパで２０１９年頃から開催されてい

る会議で、一般の市民の方が気候変動対策について話し合うというも

のです。日本では、札幌市や川崎市などが先駆けて実施しておりまし

た。また、多摩地域では武蔵野市と多摩市と日野市の３市が実施して

おりまして、全国的にも広く開催されている会議体となっています。

紹介した３市になりますと、無作為抽出で選ばれた市民を中心におお

むね５回程度の実施をしています。また、報告書の作成だったり市へ

の提言等を行っていたり、全ての市が気候非常事態宣言を発出済みと

いうのが共通事項として掲げられております。 

 ３ページから５ページにつきましては、各市の特徴等をまとめた資

料となっています。詳細につきましては、各市のホームページに掲載
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されていますので御確認いただければと思います。３から５ページに

つきましては説明を割愛させていただきます。 

 ６ページを御覧ください。６ページ以降が本市で実施を検討してい

る（仮称）気候市民会議の説明についてです。 

 まず、本市の特長としましては令和７年度と令和１０年度に実施を

予定しておりまして、２か年に分けて実施したいというふうに考えて

おります。また、参加者につきましては前年度に無作為抽出を実施し、

市の環境事業等に、先ほどお話しさせていただきました野川環境フィ

ールドワークであったり、環境フォーラムであったり市の環境計画事

業に参加していただくことで政策提言のイメージを前年度に持ってい

ただきたいというふうに考えているところです。 

 ７ページを御覧ください。こちらは前回の環境審議会、令和６年３

月２１日に実施した資料を一部加工したものとなっています。令和７

年度に環境市民会議を発足させるに当たり、令和６年度に無作為抽出

を実施しまして環境啓発事業に参加していただけるよう、市報やホー

ムページ等での方法以外でプッシュ型で案内ができるように募集枠と

いうものを設けたいというふうに考えております。無作為抽出につき

ましては、若者世代１８歳から３９歳世代を今日は若者世代と呼ばせ

ていただきますが、若者世代を中心としまして抽出し、令和７年度の

気候市民会議立ち上げ前に令和６年度の環境行事に参加していただき

たいというふうに考えております。令和６年度に環境行事に参加して

いただくことで、いきなり何も知らない状態で「気候市民会議を始め

ます。よろしくお願いします」というような状況ではなくて、市がど

ういった環境行事を行っているのかというのを改めて知っていただく、

見ていただくということで市民会議の話合いのテーマについていろい

ろと膨らませていただけるということが狙いとなっております。 

 続いて、８ページを御覧ください。こちらも前回の資料を一部抜粋

したものとなっています。気候市民会議の立ち上げの目的等につきま

しては、こちらに記載しているとおりです。基本的に目的は前回説明

した内容と重複いたしますが、先ほど説明しました環境基本計画であ

ったり、地球温暖化対策地域推進計画への反映のための提言等をいた

だきたいというもので、ほかの自治体と最終的な目的等につきまして
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は大きく相違はございません。 

 ちなみに記載がありますとおり、気候非常事態宣言も記載されてい

るものになりますが「自ら積極的に取り組もうとする気持ち、姿勢の

醸成」というところと、地球沸騰化時代とも言われている今の地球温

暖化の現状を自分ごととして捉えていただき、ゼロカーボンシティの

実現のために「一人ひとりから始める意識改革」を促すことで、市域

全体として環境意識の底上げを図りたいというふうに考えております。 

 こういったゼロカーボンシティの実現という目的を達成するために、

気候変動に高い意識ある人もそうでない人もいると思いますが、これ

からの時代を担う若者世代の意識改革、興味を持っていただくという

ことが重要ではありますので、まず市で行っている環境行事に積極的

に参加していただきたい、環境行政を知っていただきたいというふう

なところが狙いとしています。 

 次に９ページを御覧ください。こちらも前回の資料を抜粋したもの

となっています。無作為抽出につきましては、２００人に案内を発送

いたしまして、参加を希望されました１０人から２０人程度を、５か

ら１０％になると思われるんですけれども、その方たちに一般の参加

者とは別にプッシュ型で案内を行いまして環境行事に参加することで、

令和７年度に実施を検討いたします（仮称）気候市民会議での政策提

言等のイメージを膨らませていただきたいというふうに考えています。 

 先ほど来、お話ししている環境行事、環境フォーラムであったり野

川環境フィールドワークであったり、ここ環境楽習館で行われます環

境講座等もございますので、そういったものに令和６年度のうちにい

ろいろと環境啓発事業に参加していただきたいなというふうに考えて

います。 

 ちなみに、この無作為抽出の２００人という数字になるんですけれ

ども、市で行われているほかの一部の附属機関では市民公募枠という

ものを設けておりまして、一般の募集枠とは別に無作為抽出枠という

ものを設けて公募している審議会もございます。その無作為抽出枠を

設けて公募している審議会につきまして、大体５から１０％の参加を

希望する方がいらっしゃるということもありますため、今回審議会の

募集ではないんですけれども、大体５から１０％来られるのではない
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かなということで根拠に算定したものとなっています。 

 続いて、１０ページを御覧ください。こちらが今年度の行程（案）

となります。次回、６月の環境審議会におきまして無作為抽出の文案

等を諮問させていただきまして、内容が固まりましたら８月上旬から

中旬を目途に案内を発送させていただきまして希望者を募りたいとい

うふうに考えています。希望者に対しましては、実施事業ごとにメー

ルであったりフォームを活用し、案内いたしまして、野川環境フィー

ルドワーク、環境フォーラムといった環境啓発事業であったり、ここ

環境楽習館で行われる自主事業等につきましても案内をしたいという

ふうに考えています。 

 また、前回の審議会で子供たちからの意見の聴取についてという意

見もございましたが、１８歳未満の子供たちからの意見につきまして

は、今回の気候市民会議の中に入るというものではなく、環境教育等、

森林教育であったり、子ども環境ワークショップ、野川環境フィール

ドワークであったり環境フォーラムなど、お子様に向けたワークショ

ップ等も検討していますので、そういったものに参加していただいて

アンケート形式で御意見を伺えればというふうに考えております。 

 最終的に令和７年度に気候市民会議を実施したいのですけれども、

前回の審議会におきましても令和６年度中にプレ会議のようなものを

行ってはどうかというような御意見がございました。ご意見を踏まえ、

今年度末に環境フォーラムを実施いたしますので、この環境フォーラ

ムの中でプレ市民会議のようなものを開催できればなというふうに考

えているところです。 

 次に、無作為抽出についてです。そちらが１１ページになります。

こちら１１ページを飛ばしまして、１２ページを御覧ください。こち

らが前回の環境審議会の資料を一部加工したものになっております。

小金井市と武蔵野市と日野市と多摩市を比較したものになっておりま

して、大きく分けて違うところは、小金井市の場合は無作為抽出を複

数年に分けて行って気候市民会議を行いたいということです。他市に

つきましては、例えば武蔵野市であれば１６歳以上１,５００人、日野

市であれば無作為抽出で４,５００人、多摩市であれば１２歳以上２,

０００人の中から無作為抽出をしておりまして、参加者はそれぞれ４
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０人から、武蔵野の場合は公募も含めてなんですけれども６８人とい

う形になっています。 

 こちらを踏まえましてというところなんですけれども、１３ページ

を御覧ください。小金井市で行う無作為抽出についてです。①番で対

象者全てを若者世代で抽出する場合と、②若者世代･その他の世代（４

０歳代以上）というものの２つに分けて一定の割合で抽出するパター

ン、あと、他市で行っております、多くの市で行っています、世代に

関係なく抽出するという３つのパターンで抽出というのはできるのか

なというふうに考えています。 

 ただ、①の対象者全てを若者世代というふうにしてしまいますと、

将来を担う世代の意見を伺える一方で、全てをこの世代としますと、

大学社会人であったり、子育て等で繁忙な時期なのかなというような

御意見が前回もありましたので、参加率というものがもしかしたら下

がってしまうのではないかというような懸念がございます。 

 ③番の世代に関係なく抽出するというパターンで無作為抽出を行っ

た場合は、参加を希望する年齢層に隔たりが出てしまうという可能性

がございます。ですので、市としましては、バランスよく様々な世代

から意見を伺える、かつ若者世代の方からを少し多くしたいなという

ふうに考えていますので、最終的な割合としましては、若者世代は６

割以上のメンバー構成としていただきたいなと。その他の世代を４割

程度ぐらいが望ましいのではないかというふうに考えています。 

 他市の無作為抽出の例を取ってみますと、１４ページを御覧くださ

い。武蔵野市で行った場合ですと回答率が低かったみたいなんですけ

れども、気候市民会議を行うに当たって２.７％から回答がありまして、

１６歳から３４歳の割合が３５％、日野市の場合でも、４,５００人を

無作為抽出して３.４％の回答があり、我々が目指している１６歳から

３０歳代の世代が４１％、多摩市の場合ですと、２,０００人の市民に

発送して回答があったのが２.３％で、そのうち１０代から３０代の割

合が３８％というような結果でした。３市の状況ですと回答率として

は平均で２.８％で、１０歳から３０歳代の割合としましては平均で約

３８％というような数字になりました。 

 こういった他市の状況等も踏まえてではあるんですけれども、本市
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としましては２００人のうち大体１６０人ぐらい、８割ぐらいを若者

世代の方を抽出して案内を発送し、２割ぐらいの４０名ぐらいをその

他の世代の方に案内を発送すればすごくバランスが取れるのかなとい

うふうに考えています。こちらの割合につきましては、また後ほど御

審議いただければというふうに思います。 

 簡易フローとしましては１６ページに書いています。こちら先ほど

お話ししたものと同じ内容になっていますので説明は割愛させていた

だきますが、最終的に今年度集まった皆様につきましては、前回まで

はこういった説明はしていなかったんですけれども、プレ気候市民会

議という形で環境フォーラム内において何か次年度に向けた政策提言

であったり、いろいろと環境啓発事業に参加していただいた後に参加

していただくという形になるので、環境啓発事業等の感想等を言って

いただく場にできればなというふうに考えています。 

 また、今回の資料には書いていないんですけれども、参加者につき

まして、以前ここに公募市民もというような形でお諮りをしていまし

た。環境審議会が終わった後に内部で協議をいろいろしたところなん

ですけれども、公募市民の方も大切ではあるんですが、まずは環境に

あまり明るくない方、全然今まで興味がなかった方を集めた環境気候

市民会議を実施するのが、まずはそういった意識醸成という形が一番

いいなというふうに考えましたので、なので公募市民につきましては

１回なしといいますか、まずは無作為抽出で気候市民会議のメンバー

を集めたいというふうに考えています。 

 こちらで地球温暖化対策地域推進計画の話につきましてはまた別途

という形で、まずは無作為抽出のところまで、気候市民会議の在り方

につきましても皆様から御意見等いただければと思いますので、取り

あえずは一旦こちらで終了とさせていただきます。 

池上会長   ありがとうございます。 

 それでは、議題（１）の部分に関しての小金井市気候市民会議の部

分について御意見ですとか、先ほどの無作為抽出の仕方について御意

見がありましたらお願いいたします。 

椿副会長   御提案の内容についての確認なんですけれども、よろしいですか。 

池上会長   はい。 
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椿副会長   スライドで言いますと１２ページです。４つの市を表で並べてくだ

さっている小金井市の無作為抽出２００人掛ける３か年度ですが、気

候市民会議は２回開く御予定ですよね。 

高野係長   はい。 

椿副会長   この３か年度はどういう意味ですか。 

高野係長   無作為抽出につきましては７ページを御覧ください。こちらの表の

中で真ん中に無作為抽出と書いてあるところが令和６年度に１回目の

無作為抽出、これが令和７年度の気候市民会議に向けた無作為抽出と

なります。あと、令和８年度と令和９年度にも無作為抽出をしたいと

いうふうに考えています。こちらにつきましては、令和１０年度の気

候市民会議に向けた無作為抽出というふうに考えています。令和９年

度だけになってしまいますと１年間空いてしまうということもあった

り、２年間という令和１０年度の気候市民会議に向けて令和８年度の

無作為抽出になってしまって少し間は空いてはしまうんですけれども、

２年間しっかりと市の環境行政等を見ていただきたいというようなこ

とから、令和８年度、令和９年度と合わせて３回実施したいというふ

うに考えているところです。 

椿副会長   今の点は分かりました。関連して、令和７年度と令和１０年度の環

境市民会議の中身はこれから検討されていくことと思いますが、違う

中身を想定していると理解してよろしいでしょうか。 

高野係長   そうですね、基本的に令和１０年度に行う気候市民会議につきまし

ては、第３次小金井市環境基本計画であったり、小金井市地球温暖化

対策地域推進計画の見直しの直前期になりますので、こういった計画

の最終的な提言というのをいただきたいということで、５回と多めに

実施したいというふうに考えています。 

 令和７年度に行う気候市民会議につきましては、これから説明させ

ていただきます第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画において

の温室効果ガスの削減目標の数値等を御議論いただくような場とした

いというふうに考えています。なので、内容的には重なるところもあ

るんですけれども、来年度行う気候市民会議につきましては、そうい

った第２次地球温暖化対策地域推進計画の数値の目標についてであっ

たり、施策の中身についてというところを５年に一度見直ししたいと
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いうようなお話も冒頭でさせていただいたところではあるんですけれ

ども、そういったところも含めて、こちらの計画を重点的に見ていた

だきたいなというふうに考えているところです。 

椿副会長   ありがとうございます。あと２点ほど、事実関係ですが、そうする

と３回抽出することになりますが、抽出対象は１回目に抽出された方

は２回目以降対象にならないやり方でしょうかが１点目。 

 もう１点併せて、スライドで言うと１３枚目です。②の部分に割合

は若者世代６割、その他４割と書かれていますが、聞き違いでしたら

すみません、事務局の最後の説明で、若者世代８割、その他２割と聞

こえた気がしたのですが。ここのことではないのでしょうか。 

 以上です。 

高野係長   分かりました。ありがとうございます。事務局、高野です。 

 まず最初の３回の抽出の対象について、１回目の方につきましては

抽出の対象外という形で、ただ、その方たちも引き続き参加を希望さ

れる場合は令和１０年度の気候市民会議のほうにもスライドして参加

していただける、そのような仕組みにしたいというふうに思います。

令和７年度に参加した方たちが、ある程度自分たちで議論した内容を

令和１０年度のほうにも持っていけるのかなというふうに思いますの

で、そういったところでも強みを生かしていただいて御参加いただけ

ればなというふうに考えております。 

 ２番目の質問につきましては、最終的な割合としましては若者世代

が６割以上で、その他の世代が４割程度ぐらいが望ましいのかなとい

うふうに考えてございます。ただ、無作為抽出するに当たっては、若

者６割、その他４割に送ってしまうと、返答率がもしかしたら他市の

状況等も鑑みて少なくなってしまうのかなというふうに考えましたの

で、送る人たちを少し多めに８割程度お送りして、そのうちの返答率

のバランスを見て大体６割、４割ぐらいに収まる数字になるのかなと

いうような想定で、最終的な割合は６、４だけれども送る人たちは８

割、２割ぐらいがいいのかなということで説明させていただいたとこ

ろです。 

椿副会長   分かりました。ありがとうございます。御説明も大変理解できまし

たので、以上です。 
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岩佐課長   補足です。先ほど椿委員の１問目で、１回目対象の方が２回目対象

にならなかったというところの補足なんですが、先ほど高野が説明さ

せていただいたとおりなんですけれども、令和７年と令和１０年度に

気候市民会議ということで全く同じ内容ではございませんが、令和７

年度に気候市民会議でやったこと、その思いとかそういったものはう

まく引き継げるような形でバトンタッチできるような方策を考えてみ

たいなということで考えておりますので、また詳細はこれからになり

ますけれども、せっかく１回やって、それでぷつっと切れて無駄にな

るようなことではなくて、しっかりつなげていくようなことで考えて

いきたいと思っております。 

 以上です。 

椿副会長   ありがとうございます。 

池上会長   ありがとうございます。 

 私から。質問は同じ１２ページなんですけれども、参加者は未定と

なっていますが、最低どのくらいを見込んでいるのか。というのは、

実際、無作為抽出して発送して応募があった方だけを対象にするのか、

少なかったら調整をするのか、その辺り何か、もし今の時点でありま

したら。 

高野係長   それでは、５から１０％の１０人から２０人というところを想定し

てございますので、最大２０人ぐらい、それよりも多ければうれしい

悲鳴にはなるとは思うんですけれども、それよりも少ない場合は、再

度、無作為抽出というような形で再募集という形を取りたいというふ

うには現在のところでは考えているところです。 

 前回の審議会でもお話しさせていただきましたが、市のほうでもＬ

ＩＮＥ等を昨年１２月から実施しておりまして、ＬＩＮＥは結構反響

が多いものになりますので、そういったところで見ていただけるのか

な、であったり、初めての無作為抽出になるので反響がどのぐらいあ

るのかが正直分からないような状況ではあるんですけれども。例えば

多く来過ぎちゃったらどうしようというところはあるんですが、もし

想定よりも少なくなった場合は再度無作為でというところを考えてい

るところです。 

池上会長   ありがとうございます。 
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 その１０から２０名という、２０名はいいんですけれども、１０名

の場合はそこで止めてしまうとなると、１０名か２０名かで結構違う

かなと思っていて、２回目のほうは３回抽出する蓄積があるので、そ

れなりの人数がそろった上で提言をまとめるということになると思う

んですけれども、最初の年は例えば１０人しか来なくて１０人で提言

をまとめるっていうのはすごく大変なことかなと思うので、ある程度

最初は特に、確実にこのくらいはいたほうがいいとかいうのを決めて

おいたほうが、１０名でした、じゃあこれで募集をやめますっていう

のか、１０名なのでもう少し追加で募集しますっていうのか、あらか

じめ決めておくといいかなと思いました。 

高野係長   分かりました。ありがとうございます。 

 では、１か月後にはなるんですけれども、次回の６月末にも審議会

がございますので、そのときにもう少し固めた無作為の文案であった

りというところも御提示したいというふうに思いますので、人数は最

低このぐらいは欲しくて、このぐらいの規模でやりたいというところ

までまとめて御提示できるようにしたいというふうに思います。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 それでは、特に前回から変わっている無作為抽出の方法とか公募市

民を設けないというところがありますので、審議いただきたいと思い

ます。 

 田頭委員。 

田頭委員   いろいろ質問が出ている中でお答えいただいたので大分見えてきた

かなと思う部分もあるんですけれども、確認も含めて伺います。 

 まずは、無作為抽出に限定したということの理由がいま一つ見え切

れなかったところがあって、相違点のところで、例えば武蔵野市です

と公募市民があって無作為が４１人、公募が２７人というふうになっ

ています。この辺の状況については、武蔵野市さんなどにヒアリング

とか調査などに行かれて、これがどういうことだったのかというとこ

ろは恐らく控えているとは思うんですけれども、また、ほかの日野市

や多摩市さんの事例などと比較しての調査などを踏まえて小金井市は

無作為抽出だけにするのかというふうな結論に至ったのかと想像はす
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るんですが、その辺りの検討結果を少し伺いたいと思います。それが

一つ。 

 それで、今伺っていて人数が上限２０人というふうに切ってしまう

んでしょうか。１０人から２０人程度ということだったんですけれど

も、先ほどもっとたくさん来たらどうしようかということもあったと

思いますが、他市の事例でいっても、２０人というのは日野市の４０

人の半分になりますので、その辺りが２０人に設定する根拠にしなけ

ればならないのかどうかというところがちょっとよく分からないので、

そこの２０人という数をどのようにはじき出されたのかというところ

をもう少し伺いたいと思います。 

 それから、令和１０年度までに２回に分けてやっていくという仕方

がいいんじゃないのかなというふうに思いますが、今年度からスター

トして令和７年度に提言していただく内容については、地球温暖化対

策地域推進計画の数値目標の見直しを含めて意見を出してもらおうと

いうことだと思います。そうすると非常に重要な、一般の普通に暮ら

している市民からするとかなりハードルの高い内容になってきますの

で、それが３回で本当に十分なのかなということも感じました。 

 確認なんですけれども、その３回の中身が、フィールドワークなど

小金井市が行っている取組に参加していただくことも含めて３回なの

か、あるいはフィールドワークなどの事業に参加していただいた後に

会議として３回なのかということはどうなのでしょうか。その辺りを

伺っておきたい。事前学習のような研修というか学習会というか講座

というか、学ぶ機会というものはないのでしょうか。座学として、も

しかしたらフィールドワークも必要なのかもしれませんが、その辺が

必要なのではないかなと思うことも含めてどのようにお考えなのかお

聞かせいただきたいと思います。 

 それから、子供の意見についてはアンケートで意見をもらう、いろ

いろな環境教育、フィールドワーク、子供ワークショップなどでアン

ケートという形で意見をもらっていくということは１つのやり方かと

思います。それは無作為抽出された今回の市民の方たちの中にも反映

していくというか、検討していたただく材料として提言していくので

しょうか。もしそうであれば、１回ぐらいは気候市民会議の方たちの
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中に子供と一緒に何か話をするというか場を共にするというか、そう

いう機会を設けたらどうかなと思いますが、それについてはいかがで

しょうか。 

 以上です。 

高野係長   最初にいただきました無作為抽出の他市との比較検討の経過という

ところについてでございます。 

 まず、他市につきましてはかなり詳しく報告書等がホームページで

掲載されてございますので、お話を聞く機会もありましたし、こちら

のホームページで確認をさせていただいたというものになってござい

ます。 

 無作為抽出だけにしようとしたところの見解についてなんですけれ

ども、一番最初にこちらの気候市民会議を開催したいというところの

中で、まず今まで気候変動等、環境問題等にあまり明るくなかった、

全く明るくなかった方たちを、本当にまっさらな状態の方たちの底上

げといいますか、そういった方たちの意識高揚というところが重要な

のかなというふうに考えまして、なので、公募で入れるというよりも

そういった方たちに、本当に皆さん真っ白な状態で参加していただく

方たちで集めたほうがよろしいのかなというふうに思ったところでご

ざいます。 

 気候市民会議の皆様と市のほうとして考えられるのが、恐らく環境

団体さんの中に市で活躍されている環境団体がたくさんございますの

で、そういった環境団体さんとの接点を持つ場というところもあれば

いいなというふうに考えてございまして、そういったところで何かお

互いにといいますか、いいところを出し合うことができればというの

も、まだ検討の段階ではあるんですけれども、そういった場でできれ

ばというふうに思いましたので、なので公募という形ではなく無作為

だけで取りあえずやっていきたいなというふうに経過としては考えた

ところです。 

 人数につきましても、１回目の令和７年度が３回で回数が少ないと

いうところで、他市に比較しますと、一番少ない日野市の４０人の半

分というところではあるんですけれども、４０人を超えたから切ると

いうようなことは今のところは考えてなく、これも本当に、どのぐら
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いの方がというところは分からないような状況であるんですけれども、

もちろん、少なければ再度募集をかけるような形でしたいとは考えて

いるところなんですけれども、そういったところで、今回、令和７年

度は数が少ない会議でというところもありますし、最終的な令和１０

年度に行う会議に向けてというような位置づけもちょっとございます

というところもあるので、少し他市の規模感よりは少ない人数でと考

えたところでございます。 

 計画の数値の見直しを行うこと等についてのハードルが高いのでは

ないかという御意見もございました。フィールドワーク等につきまし

ては、あくまで参加していただくものになりますので、会議体として

の中には含めずに考えてございます。あくまで会議体として３回実施

したいと考えてございます。 

 ３回の、こちらを行う前の事前学習のような機会があるのかという

御意見もございました。まだお示ししてはいないんですけれども、先

ほどお話をしました環境フォーラム内でプレ市民会議のようなものが

実施できたらというお話をさせていただいております。なので、ここ

の中で、ある程度事前学習のような機会を設けるというのも一つ、今

のお話、意見を伺いまして、ありかなと思ったところと、あと、第１

回目で、ある程度、やはり事前といいますか、趣旨等について説明す

る時間が必要になってくると思いますので、そういったところでケア

ができればなと思ってございます。 

 子供たちの御意見、アンケート等についての御意見についてでござ

います。子供と一緒に、何かを共にする場を設けたらどうかという御

意見でございました。まず、環境団体さんとは何か接点を持ちたい、

持ってもいいかなと検討はしているところなんですけれども、子供と

一緒にというふうになってしまうと、特定の子供たちというところが

なかなか断定するのが難しいのかなと。何かイベントを行う中でのと

いうものであれば、余地としてあるのかなと思いますので、例えば野

川環境フィールドワークであったり、環境フォーラムであったり、環

境学習のためにこれからたくさんイベントを実施される形になるので、

そこで同時に開催とか、何らかそういったものがもしあったらいいの

かなと思ってはみたんですけれども、実現できるかどうかというとこ
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ろは、また内部での協議にはなってしまうかなと思います。また、そ

ういった子供と一緒に何かというところも併せて御意見として頂戴い

たしまして、また検討とさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

田頭委員   ありがとうございました。 

 参加の仕方ということと、今回の効果ですよね、出会い、目標とい

うところを考えたときに、人数は、やはり目標として、市民意識の底

上げ、意識向上というふうにおっしゃっていますので、であれば、な

るべく多いほうが、より意識向上された市民がまた地域に戻りますか

ら、多いほうがいいんじゃないのというふうにも感じるところです。

ですので、人数を、少なければ再募集したいとおっしゃいました。そ

の少なければの人数はどの程度と考えているのか、もう一度教えてく

ださい。 

 それから、主に無作為抽出ではあるけれども、環境活動をされてい

る団体の方、市民の方、たくさんおられるので、そういう人たちとも

接点を持つということを、やはり意識向上の中にも含まれると思いま

すので、大事だと思っていて、そこは何か接点が持てればというふう

にお考えだということも分かりました。そういった機会が、恐らく来

年の３月に行われる環境フォーラムなのかなというふうにも、私も感

じるところです。 

 それから、事前学習というのもこの環境フォーラムでという考えが

示されましたので、やっぱり環境フォーラムにどんな事前学習の意味

もあり、また、環境フォーラムを実施していく方々の意見としても希

望としてもあるのかというところのつくり込みの部分にも、今回、無

作為抽出でせっかく一定の市民の方たちを集めるのであれば、一緒に

その協議が、協議というか、どんな場にしようかということの相談が、

計画段階から一緒につくっていく、環境フォーラムを皆さんで相談し

ながら一緒につくりましょうという持ち方もあろうかと思います。そ

うした中で子供たちとの接点の場も持てればいいのかなというふうに、

今、御答弁を伺いながら感じられましたので、ぜひその辺は検討して

いただきたいというふうにお願いしておきます。 

 大体、伺いたかったところは分かりました。ありがとうございまし
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た。 

 以上です。 

高野係長   ありがとうございます。１点だけ。人数が少なければ何人ぐらいか

というところ、池上会長のほうからも、例えば１０人だと少ないんじ

ゃないかというお話もありましたので、１０人来ても、１０人そのま

まずっといていただけるかと言われると、もしかしたら違うかなと思

って抜けられてしまう可能性もあるので、やはりそういったところは、

もう一度、内部で協議させていただいて、最低このぐらいは人数いた

ほうがいいというところは、もう一度こちらで協議させていただけれ

ばと思います。 

田頭委員   お願いします。 

池上会長   ありがとうございます。 

 橋本委員、お願いします。 

橋本委員   今までの話を聞いて、参加を希望される方はこれぐらいの歩留りだ

ろうという感じだと思うんですけれども、この市民会議というものの

求めるところ、要はアウトプットというんですかね、そういうものが、

どれぐらいのものを求めているのかというところが、例えば、小金井

市は環境基本計画に提言とか、それがどれぐらいのレベルのものか分

からないんだけれども、それと、武蔵野市だと、単に市民活動プラン

の作成とか、こんなことやっているんじゃないかなとか、求めるとこ

ろのハードルというんですかね、そういうものが定まってないと私は

思っていて、ですから、逆に言うと、歩留りを非常に高めたいという

ことであれば、あまり、先ほど言われたように、普通の市民が、こう

いうところまでまとめなきゃいけないのかという、そういうところま

で要求されるような説明の仕方をするのか、その辺のところ、最初の

話になるんですけど、歩留りというか、そういうところに、参加を希

望される方のパーセンテージにかなり影響するんじゃないかなと思い

ました。 

高野係長   ありがとうございます。 

 他市、武蔵野市だと気候打開武蔵野市民活動プランであったり、多

摩市さんのほうでも市民からの提案、日野市のほうでもそういったも

のをつくられて、結構大きな冊子みたいな形で、数十ページに及ぶも
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のがつくられております。 

 今回、１回目のものにつきましては、そこまでのものは求めなくし

たいなというふうには思っております。最終的な令和１０年度に行う

気候市民会議につきましては、各市が行っている提案・提言に近いも

のができればなと思っているところです。なので、１回目につきまし

ては、できる限りハードルは低めにしたいなとは、事務局としては考

えております。 

橋本委員   分かりました。また、そういうところが趣旨として伝わるような説

明会にされるとか、そういうところが大事だと思います。 

高野係長   分かりました。ありがとうございます。 

岩佐課長   すみません。補足です。 

 今、橋本委員から御意見いただいた内容、そのとおりだと思いまし

て、参加いただく趣旨とか、どういったものに反映させるのかとか、

そういったものを分かりやすくお伝えはしたほうが参加率も上がると

は思いますので、次回のこの環境審議会のところで、そういった文面

ですとか、周知の内容というところは整理した上で、また御意見いた

だこうと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。 

 ほかに御意見ありましたら、お願いいたします。 

高田委員   御意見として２点ほど申し上げたいと思います。１点目は、環境意

識の底上げということを目指しているということと、それから、気候

変動を取り巻く状況は、多分１年、２年単位でどんどん変わっていく

ということを考えたときに、５年間で２回、５年のうち２年しかやら

ないということと、それから、実施回数ですね、これが適当なのか。

もっと頻繁にできれば望ましいんでしょうけれども、事務局の運営と

か予算とか、いろいろあるかと思うんですけれども、回数と開催年次

について、もっと増やしてもいいのかなという率直な思いが１つです。 

 それともう１つは、これを介して環境意識を底上げするという目的

があるので、先ほど田頭さんもおっしゃったんですけれども、募集対

象の人に、やっぱり募集時にいろんな情報提供しなきゃいけないとか、

メンバーが決まったら勉強会をして、それから、気候変動を取り巻く
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状況とか市の取組、都の取組、日本の取組なんかを理解してもらうと

いう機会が必要なんじゃないかということと、先ほど橋本さんがおっ

しゃったように、やはりミッションと、それから、これがどう生かさ

れるかというプロセスを明確にしなきゃいけないんじゃないかなとい

うふうに思いました。 

池上会長   ありがとうございました。ほかにございませんか。 

 椿委員、お願いします。 

椿副会長   御提案の中身のやり取りを伺い、２つ、意見がございます。 

 １つは、市民会議のイメージ、私は実際には出たことないので正確

には分かっていないですが、ほかの市の事例も踏まえて考えますと、

人数はもう少し多くてよいのではと思います。最終的に参加を希望さ

れる方が何人かは何とも言えないですが、ほかの市の回答率、武蔵野、

日野の割合から考え、２００人は少ないというのが個人的意見で、何

人が妥当かは御検討いただきたいですが、例えば１,０００人ぐらい無

作為抽出し、市民会議は４０人ぐらいの方に出ていただくのはどうで

しょう。１０人、２０人となりますと、出てきた方の個人の御関心や

御懸念などが当然反映されるので、それ自体はよいのですが、４０人

ぐらいにしてよいのではという意見です。 

 ２点目は、さっき高田先生もおっしゃってくださったように、事務

局側のお仕事を増やすことになりますが、ほかの市は単年度しかやっ

ていない、現時点で持続的に会議をやってはいないこと自体ちょっと

驚きましたが、我が小金井市としては、毎年とはいいにくいと思いつ

つ、もうちょっとやってもいいのではないかと。市民会議は、正式な

会議ではありますが、もうちょっとフリートーク的な雰囲気も含めた、

いろんな方の意見を集約できるという、そんな部分があってもよいの

ではないかと考えます。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

高田委員   すみません、もう１点だけ。 

 今のお話を聞いて思ったんですが、まとめ役という人も必要なのか

なと思いました。自由にやってまとめてくださいというのはなかなか

難しいと思うんです。コーディネーターといいますか、そういう方も
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やっぱり考えなきゃいけないと思いました。 

池上会長   ありがとうございます。 

 田頭委員。 

田頭委員   追加の質問で申し訳ありません。これ、たしか予算がついていたと

思うんですが、参加者、市民会議の方への謝礼といいますか、３回の

会議にはそれぞれ謝礼がつくんでしょうかということと、あと、今御

意見が出たような、コーディネーターというか、ファシリテーターと

いうか、そういった専門性を持った方は、恐らく考えておられるのか

なと思いますので、その辺の予算については、何人分ぐらいとか考え

ておられるのかについて、ちょっとお聞きしたいと思います。 

高野係長   田頭委員の御質問なんですけれども、令和７年度のものになるので、

まだ６年度予算では無作為抽出の郵送費のみです。参加者の謝礼につ

きましては、他市では、１回参加すると３,０００分のＱＵＯカードで

あったり、そんな形での謝礼が多かったかなというふうに思いますの

で、令和７年度予算編成の際は、そちらにつきましては、参考にさせ

ていただければと思ってございます。 

 専門のあるコーディネーターの方がいないと、事業、恐らく難しい

と思いますので、こちらも同じく、令和７年度予算要求の際に検討し

ていくという形で、今考えているところです。 

 以上です。 

田頭委員   １人ですか。 

高野係長   人数も含めて検討したいと思います。 

田頭委員   人数も含めて。 

高野係長   そうですね。規模感によって異なってくるのかなと思いますので。 

田頭委員   そうですね。分かりました。ありがとうございます。 

池上会長   ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。 

 近藤委員、お願いします。 

近藤委員   前にもお話ししましたけど、私は多摩市の気候市民会議に出てきた

んですが、４０人、実際出てくる方は４２、３人で、６班ぐらいに分

けて話して、その各班に１人ずつ、今お話があったファシリテーター

という人がついていて、その人がうまく進行していくので、はっきり

言って、誹謗中傷みたいな意見が出ないようにうまく進めているので
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まとまったんです。ですから、やっぱり１人のファシリテーターがう

まくコントロールできるのが５、６人で、あと大きさが、そのときに、

これよりも大きい部屋で、多摩市、４５人でしたから、もし小金井市

でやるなら、大きい場所が確保できるんだったらいいと思いますけど

も、やっぱり、人数も逆に、どっちを先に決めるかにもよりますけれ

ども、入れ物を決めてからやるというのも仕方ないのかなという気も

いたします。 

 ですので、やっぱりファシリテーターをどうするかが非常に大きな

ポイントになると思います。 

池上会長   ありがとうございます。ほかにございますでしょうか。 

 池上からよろしいでしょうか。 

 今、田頭委員はじめ、皆さんが心配されていること、私も同じよう

なことを思っていまして、最初にも話したんですが、人数が集まるの

かというのがすごく心配で、先ほども橋本委員からもありましたけど

も、提言という言葉を聞くと、やっぱりハードルが高く感じてしまっ

て、本当に１０％も集まるのかなという心配があって、これまでも何

回かそういうコメントをしていました。 

 あとは、提言をまとめるというときに、無作為抽出だけか、公募し

た人も含めるかというところもすごく難しいとは思うんですけども、

今回、もしそういう、これまであまり携わってこなかった人たちの意

見を集約したいということであれば、それはそれで１つの方法かなと

思いますけれども、提言というもの自体を、気候市民会議だけではな

くて、ほかの環境団体からもしっかりと吸い上げるスキームをつくる

ということが大事かなというのと、もう１つは、もう何年も前から環

境団体の裾野を広げる、環境団体に参加する市民を増やすという意味

も含めると、今回、気候市民会議に参加してくれた人と、市内の環境

団体とをつなぐ、そちらのほうに、令和１０年終わった後も含めて、

そちらにもつながっていくような仕組みというのをぜひつくっていた

だきたいなというのがあります。 

 そういう点で、まずは無作為抽出の方法についても、後ろの２回に

関しては今決めなくてもいいのかなというふうに思いますし、まずは

今年度の抽出の仕方を考えて、またはニーズを考えるところが大事か
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なというのと、その人数とグループワークと、実際、連動しているよ

うな気がしますので、やっぱり会議というふうな、会議という言葉自

体、すごく、この環境審議会も会議ですかね、１０人、２０人集まる

と、意見を言うのってなかなか難しくなってきて、例えば大学の授業

でも学生も２０人に何か意見あるかと聞いても、なかなか意見は出て

こないんですけど、やっぱりグループワークにすると、そのグループ

内で自由に意見が出しやすくなる。先ほどのファシリテーターをつけ

たグループワークというのはすごく大事かなと。ある程度そういうイ

メージが分かるような募集の仕方になると、すごくいいなと思いまし

た。 

岩佐課長   やはり先ほど来皆さんから御意見いただいているとおり、提言とか、

敷居が高くなるとなかなか参加率も期待できないところもあるので、

なるべく参加いただけるような仕組みとか雰囲気づくりとか、あと、

会議体でなくてワークショップとか、そんなものを考えていきたいと

思いますし、先ほど池上会長からも御意見いただきましたけど、今回

の会議だけじゃなくて、その後の活動とか団体に参加していただくき

っかけになったりということも、我々としては考えています。 

 今年度から環境楽習館とか市立公園を指定管理者に移行しまして、

市民協働というのはすごく大きな柱になってくると思いますので、こ

ういった市民会議の無作為抽出、全く環境に関心がなかった方々に出

てきていただいて、そういった活動にも、知らない方とかもいらっし

ゃると思うので、そういった知っていただくきっかけにもなって、そ

ういうのが広がっていけばなということで考えておりますので、会議

をするだけじゃなくて、今後の将来も見据えて、いろいろと併せてや

っていきたいなということで考えております。 

池上会長   ほかに御意見等、ございませんでしょうか。 

 先ほどの無作為抽出、若者世代とその他世代の割合について、御意

見が今のところありませんけれども、これは事務局の提案のままでも

よろしいんでしょうかというところ、何かありましたらお願いいたし

ます。 

高田委員   やっぱり高校生は難しいんですかね。高校生の意見も聞きたいとい

いますか、将来担う皆さんですので、それは難しいんでしょうか。。 
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高野係長   １８歳で区切ってしまってはいたんですけれども、武蔵野市だと１

６歳で、多摩市が１２歳というふうにしてはいるので、確かに高校生

であれば、多摩市でも高校は参加されていたと思うので、そういった

ところをもう一度、１８歳じゃないと駄目というのではないので、ま

た検討させていただければと思います。 

田頭委員   今の御意見に賛成です。私たちも、子供を対象とした環境講座、ワ

ークショップなどもするんですけれども、子供、小学生でもですが、

中学生あたりからは相当、市の施策を知ると、それに対して意見を出

してきます。自分たちの暮らしの中でどうなのかということも含めて

意見を出してくれて、こちらも、大人としてもびっくりするような意

見が出ますので、そういう意見があるということを一般に大人が知る

ということだけでも、同じ場で知るということだけでも意味があると

思いますので、ぜひ、中学生あたりから含めた、ワークショップも考

えるのであれば、余計にその会議体にしていただきたいと思います。 

 以上です。 

池上会長   それでは、１８歳未満ももう一度検討していただくということで、

戻りますけれども、割合については。 

田頭委員   割合、そうですね。 

池上会長   まずは、８割・２番でしょうか。８割・２割で募集してみて、実際、

やってみないことにはというところが本当にあるので。逆に、８割・

２割で、もし若者世代が、目標として６割・４割じゃなくて、もっと

多くて、７割若者になってしまったとしても問題ないということであ

れば、８割・２割でも、まずはということで、よろしいでしょうか。 

 では、この割合については、事務局の８割・２割という方向で進め

ていただければと思います。 

 ほかに、この無作為抽出のところについて何か。よろしいでしょう

か。 

 ありがとうございました。 

 それでは、続いて議題（２）の、第２次小金井市地球温暖化対策地

域推進計画についてのところで、資料は３番ですね。資料２の途中の

部分からになりますけれども、資料の１７ページ以降、まだ資料２で

すけれども、説明をお願いいたします。 
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高野係長   続きまして、第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画について

ということで、説明させていただきます。 

 こちら、１８ページを御覧ください。これは２年前の審議会のもの

になるんですけれども、２年前に行われました令和４年度第１回環境

審議会の資料を一部加工したものとなってございます。第２次小金井

市地球温暖化対策地域推進計画の、温室効果ガスの削減目標について

記載したものとなってございます。こちらが、国と東京都と本市の温

室効果ガス削減目標についてというものになっておりまして、本市な

んですけれども、国は２０２１年、令和３年１０月に、基準年度を２

０１３年度として、４６％削減目標という形で計画しております。 

 東京都につきましては、カーボンハーフということで、２０２１年、

令和３年１月に、基準年度が違うんですけれども、２０００年度比で

５０％削減というのを目標として掲げております。 

 それに対して、本市につきましては、２０２１年、令和３年３月に、

基準年度は国と同じ２０１３年度比で２６％削減という形で目標を掲

げてございます。 

 こちらにつきましては、改定前の地球温暖化対策計画、国の計画、

平成２８年度の削減目標２６％を基に計画を改定したため、国であっ

たり東京都と比較して削減目標が低くなってございます。 

 国と本市を比較してもらったら分かると思うんですけれども、国の

ほうは、我々が策定して７か月後に計画を改定しておりますので、市

としましても、すぐに計画策定というのは、長く時間をかけてつくる

ものになりますので、多少、前の計画をもって、２６％というところ

をもって計画を策定したというところになっておりますので、２６と

４６というのは、数字の差が出てしまっているというものになってご

ざいます。 

 こちらにつきまして、この計画の数値等の見直しにつきましては、

１９ページの表にもございますとおり１０年間の計画の中間年度に当

たる２０２５年、令和７年度ですが、来年度に温室効果ガス削減目標

の見直し等を含む中間見直しを行うかというところを環境審議会で協

議させていただきたいということで、令和４年度、令和５年度の２か

年、こちらのほうでも議題として上げさせていただいたところでござ
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います。 

 審議会の中では、２６％削減目標というそのこと自体が容易ではな

いということと、数字だけにとらわれることなく市の特徴である環境

教育等の充実を図ることが重要なのではないかということであったり、

他市に遅れをとることがないように計画の改定を含めた見直しを早急

に検討していただきたい等、たくさんの御意見をいただいているとこ

ろでございます。 

 毎年、本審議会におきましても、計画の数値等につきましては御審

議いただきたいとお話ししていただいたところでございまして、２０

ページを御覧ください。もし全面改定、こちらの冊子を全ての計画の

削減目標の数値であったり、そういったものを含めた全面改定を行う

場合には、左側にありますとおり、コストとしては１,０００万円超か

かると想定されております。この１,０００万円の根拠になるのは、ち

ょうど昨年、審議会にお諮りする前に、以前こちらの計画を策定して

いただいた事業者に予算の見積りを行ったところ、８００万円を超え

る見積りをいただいておりました。まだ今年度につきましては見積り

を行っていない状況であるのですけれども、昨今の人件費の高騰等を

鑑みまして、恐らく１,０００万を超えるのではないかということで、

記載させていただいております。 

 こちらでは、全面改定を行う場合は、前回の計画も行っていたんで

すけれども、改定検討委員会というものを設置する必要がありまして、

本審議会でも３回から５回程度、もしするのであれば開催するという

ことでお示しをさせていただいておりました。３回から５回程度の改

定検討委員会を受けまして、環境審議会へ素案の検討報告という流れ

になります。 

 施策の展開としましては、削減目標達成のための施策強化であると

か、環境フォーラム等での広告というところで、周知としましては、

市報、ＳＮＳ等での周知というものが考えられます。 

 それに対しまして、予算を伴わない改定、例えば、削減目標数値も

我々として今は２６％という数字を掲げてはいるんですけれど、あく

までこれは冊子の中での目標であって、国や東京都に準じて、こちら

に向けて４６％であったり、恐らく国は４６％を超えて５０％超とい
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う数字を出していくのかなというふうにも想定されますので、国が５

０％にしました、うちは４６％を目指して頑張っています、つくりま

したと言った途端に、国が違う数字を出すというようなことも十分に

考えられますので、そのときに、せっかく時間をかけてつくったもの

が、国が新しく改定してその数字に追いつかないというふうになって

しまった場合、じゃあまた国の数字に向けて、小金井市は少ないじゃ

ないかというふうになって、また次に改定していくのかというふうに

なってしまうと、言い方が悪くなってしまうけれども、いたちごっこ

みたいな形になってしまうのかなというふうに思いますので、あくま

で計画としては２６％だけれども、市としては国、都がやっているも

のを目指して施策を展開していきたいと。 

 そういうことを想定しますと、目標数値であったり、評価方法等の

改定は考えなければいけないのかなとは思うんですけれども、そうい

ったものをする場合はコンサル等を入れないで事務局だけで行う形に

なりますので、委託料などはかからないのかなというふうには考えて

ございます。委員会等は設置せずに、先ほどお話ししました気候市民

会議であったり、本環境審議会で素案の検討報告を想定しておりまし

て、施策の展開につきましても、予算の伴う場合の改定と同じく、施

策目標達成のための施策、評価であったり、市民参加におきましては

環境フォーラム等での報告等を行うことができるため、予算をかけず

とも、削減目標の数値だけを追うものにしない場合のほうが、事務局

も含めてコスト面、煩雑な事務にもならなくなるのかなというふうに

思っておりますので、市としましては予算を伴う改定をするというよ

りは、今ある計画の中で、数字自体は、この計画はあるけれども、そ

の計画を通常目指しているのではなく、さらに高みを目指してますと

いうものを何か、前の審議会でもお話が椿副会長のほうからあったか

と思うんですけど、何か別建てのようなもので概要版のようなもので

出したらどうかというようなお話がありましたので、そういった方向

でもし進められればなというふうに考えておりまして、こちらの地域

推進計画につきましては、市としましては、できれば右側のほうでの

改定、冊子改定等を伴わないものでの改定をしたいというふうに考え

ているところでございます。こちらにつきましてもまた御審議いただ
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ければというふうに思ってございます。 

 私のほうからは以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 それでは、ただいまの御説明に対して質問、御意見等ございました

らお願いいたします。 

 近藤委員、お願いします。 

近藤委員   やはり、計画をつくることよりも計画をどう実施していくかが大事

なので、計画にお金をかけるよりは、私はこの右側の案欄で進めたほ

うがよろしいかと思います。 

 削減目標については、東京全体の話でちょっと申し上げますと、家

庭部門だけは２０００年度比でどうしても今、増えちゃってるんです

ね。家庭部門というのは、都内のエネルギー消費でいうと約３分の１

となっております。その３分の１のうち半分が電気の消費です。皆さ

んの家庭で非常に電気の消費が多いのは、エアコン、冷蔵庫、テレビ

なんですね。ですから皆さん、市民の方を巻き込むという意味では、

そういう家庭の消費をどうするかということを削減目標の一つに入れ

るなどして小金井市らしさを出すというほうに重点を置いて、なるべ

くお金をかけない計画というのがよろしいかなと私は思います。 

池上会長   ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

高田委員   市民の方の努力がそこに反映されないというところが一番大きな問

題なので、いくら頑張ってもその数字が減らないということになって

しまうので、やっぱりそれはまた別な指標を考えるべきだろうと思い

ます。 

 大きな指標は、これは統一された計算で求められるものなのでやむ

を得ないというふうに、まあ、変な言い方ですけれども割り切ってし

まって、市民の努力が報われるような何か、あるいは小金井市全体で

の取組が見えるような、場合によっては周辺の市町村とも連携して、

広域でこれだけの効果があったというようなことも含めた、何か見え

るような指標が欲しいなというのが理想ですよね。 

 個人的には、例えばですよ、自然でいいますとやっぱり熱中症が大

きなリスクになっているので、歩道の面積に対してどれぐらい影があ
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るかの割合を増やすというのは、市道とか都道だったら樹木の管理の

仕方によってはできるんですよね。それを目標値にするのが適当かど

うかは別ですけれども、そういうところをやると、市民の方が直接、

ああ、日陰が増えたねということを実感するし、何かそういう身近な、

分かりやすい効果が出るような施策もぜひ盛り込めるといいなと思い

ました。 

池上会長   ありがとうございます。とてもいい御意見だったなと思いました。 

 影をつくるのは、きっと緩和策じゃなくて適応策のほうになるかも

しれませんけれども。 

岩佐課長   重点適応策ということで、クールスポットの創出というので、今、

３か所あるんですけれども、それをこれ以上に増やしましょうみたい

な政策は目標のほうに載っています。 

池上会長   そういうのは市民も見えるし、そういうところを進めた結果をどん

どんアピールするのがいいのかなというふうに考えた次第です。あり

がとうございます。 

椿副会長   御提案については、目標値が持っている数値の意味合いを考えると、

それを絶対化することは意味がないといいますか、それを目標にする

ことには検討の余地があるので、一方で１,０００万円という、ちょっ

とびっくりしましたが、こんなにコストがかかることを踏まえ、右側

の案でよろしいのではと思いました。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 田頭委員。 

田頭委員   私も右側の案でいいんじゃないかなと。やっぱり職員が意欲的に、

挑戦的にやっていただくということは評価したいと思います。 

 で、やはりその中で、ただ、何だろう、やっぱり学習会のような、

講座のようなものを、私たちもこういう議論をする中でも、ああ、ま

だまだもっと勉強しなくちゃな、というふうに感じるところです。こ

の環境審議会が主催するようなものでもよろしいにではないかと思い

ます。専門家の方が何人もいらっしゃるし。こういう方たちと御一緒

に、また市民も参加し、環境活動をしている方たちにもそのことをお

知らせできるような、そんな講座もあったらいいのかなというふうに
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併せて感じたところですので、意見として述べさせていただきます。 

 以上です。 

岩佐課長   資料２０ページに、第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画、

見直しについてというところの、委員会設置のところに、左側のほう

は改定委員会を３回から５回程度、右のほうは委員会を設置せずとな

っていますが、令和７年度に気候市民会議を予定していますので、そ

ういったところの御意見等も踏まえて、改定検討委員会の代わりにや

っていきたいなということで考えていますので、補足で説明させてい

ただきます。よろしくお願いします。 

池上会長   ありがとうございます。 

 ほかに、いかがでしょうか。 

 それでは、予算を伴わない改定という方向で進めてもらうことでよ

ろしいでしょうか。 

 ありがとうございました。では、そのようにしていただきたいと思

います。 

 議題のその他は、何か皆様からありますか。 

高野係長   事務局からは特にないです。 

池上会長   よろしいですか。ありがとうございます。 

 それでは続いて、議題８の報告事項について、事務局から説明をお

願いいたします。 

高野係長   報告事項、環境啓発事業の実施結果と環境係の事業計画の説明につ

きましては、時間的なところもございまして、資料でご確認いただけ

ればと思いますので割愛させていただきます。 

 １点だけ、自動販売機に関する方針について、ここだけ簡単に説明

させていただければと思いますので、資料５と資料６を御覧いただけ

ればと思います。 

 方針につきましては割愛いたしまして、資料６を見ていただければ

と思います。 

 こちらは、本方針について作成して終了というものではなく、職員

に浸透させるよう適切に現況調査を実施させていただきたいというこ

とも併せて本審議会で説明させていただいておりまして、資料６が市

施設における自動販売機設置状況と、方針に記載されている具体的対
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応状況についてまとめたものとなってございます。先日行われました

市議会建設環境委員会でも同じ資料の提出をしております。具体的内

容につきましては、中を御覧いただければと思います。 

 設置事業者との契約等もありますため、すぐに現況を変えることは

できませんが、定期的に調査を実施することや、担当部署と個別に相

談する機会を設けるなど、方針に沿った設置状況に近づけるように、

引き続き本方針につきましては啓発してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。 

 何か御意見ございますでしょうか。 

 特にないようでしたら、池上から１点だけ。最後に普及啓発という

話がありましたので大丈夫だと思うんですけれども、この調査した結

果、今年度の予算では難しいのかもしれないんですけれども、来年度

以降も含めて、防災に配慮した機種というのが１１台ある、その場所

とかを市民の皆さんにお知らせするってすごく大事かなと思いました

ので、早いうちにと思いますけれども、ぜひ御検討いただければ。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

 ありがとうございました。それでは、続いて、報告事項その他。何

かございますでしょうか。 

 市のほうからは、特にございませんか。 

 何か、全体を通して御意見等ございましたら。よろしいですか。 

 ありがとうございました。それでは、続いて次第の１０番、次回審

議会の日程についてということで、事務局のほうからお願いいたしま

す。 

高野係長   次回の審議会につきましては、事前にメールでお伝えしております

とおり、６月２５日火曜日の午前１０時からを想定してございます。

場所につきましては、前原暫定集会施設のＡ会議室になります。こち

らにつきましても、資料等、また詳細の案内につきましては事前にメ

ールで御案内させていただければと思います。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。 

 それでは、次第が終了しておりますので、以上をもちまして、本日
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の令和６年度第１回小金井市環境審議会を閉会いたします。 

 長時間お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 

 


